
心をこめて精一杯活動実施中 

ひとりじゃないぞー！ 

 

 

 今年は気象庁の発表した予報通り、とにかく暑い夏でした。特に、8 月 13 日

（日）の暑さは経験したことがないほどの暑さでした。まだまだ残暑は厳しそ

うです。2 学期のスタートを切るにあたり、教育活動における目標を「命を守

り 命を輝かせる」として、全児童、全教職員で共通理解しその達成を目指し

ます。これは今までにも折に触れ伝えてきたことです。保護者の皆様、地域の

皆様におかれましては、2 学期もご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

「命を守る」ポイント 1：いじめ防止啓発月間スタート 

加古川市では、9 月を「いじめ防止啓発月間」と位置づけ、啓発ポスターや標語の掲示など、

各学校においてもその啓発活動を強化していきます。本校でもまず、正門横フェンスに横断幕

「決めたんだ 見て見ぬふりは もうしない」を設置します。教職員一同、子どもたちの SOS

を決して見逃さないという意識で、いじめ防止に取り組んでまいります。 

「いじめを しない、させない、見逃さない！」（いじめの見逃しゼロを目指す） 

★1 学期に実施された令和 5 年度加古川市いじめ防止標語募集で、本校 5 年生の山内 凪さん

が、奨励賞を受賞しました。  ○一人一人が認め合う みんなの個性はたから物 

「命を守る」ポイント 2：9 月 1 日「防災の日」に寄せて（命を守る行動の徹底） 

 防災の日は、1923 年 9 月 1 日に発生した関東大震災に由来しています。また、9 月 1 日の防

災の日を含む 1 週間(8 月 30 日～9 月 5 日)は防災週間と定められています。「防災の日」及び

「防災週間」では、防災について考える 1 つの契機となっており、全国各地で防災訓練や防災

知識を普及・啓発するための行事などが行われます。8 月中にも台風 7 号が襲来し、各地で被

害をもたらしました。9，10 月は、日本に台風が多く接近する時季であり、毎年各地で被害も

出ております。日頃からご家庭でも子どもたちを交え、「防災マップで地域の

避難場所を確認する」（家族で自宅からその避難場所まで実際に歩いてみて、

どんな経路で行くことができるかを確認しておくとさらに安心です）や「防

災グッズを確認する」など、災害に備えていただけたらと思います。 

「命を輝かせる」ポイント：学校行事や校外学習等の充実（心をこめて精一杯） 

 ご存じの通り 2 学期は期間も長く、学校行事が盛りだくさんであり、校外学習、自然学校、

修学旅行などを実施する学期です。また、気候的にも学習に適した時期となり、9 月末は 1 年

間の折り返し地点です。学習活動、学校行事、校外学習等、子どもたちがそれぞれに目標をも

って精一杯いきいきと活動し、「命」を輝かせられるよう、そんな児童の姿を紹介することで

地域の活性化に貢献できるよう、教職員一同努めていきたいと思います。 
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   1 日(金) 2 学期始業式  集団下校 12：00 

4 日(月) 心をこめて精一杯活動  えがおであいさつにこにこデー 

     集団下校 12：00 

5 日(火) 給食開始  身体測定（低学年） 

6 日(水) 全校朝会（選任式）  身体測定（高学年） 

       代表委員会  集団下校 14:50 

8 日(金) 集金振替日  委員会活動 

  11 日(月)～15 日(金) 5 年生自然学校（ハチ高原） 

12 日(火) 3 年生かかし作り   13 日(水) 集団下校 14:50 

19 日(火) 児童集会   集金再振替日 

21 日(木) 4 年生校外学習（はりまクリーンセンター） 

22 日(金) 1,2 年生校外学習（神戸動物王国）  クラブ活動 

27 日(水) ふれあいタイム  集団下校 14:50    29 日(金) 委員会活動 

5 日（火） 

  ～7 日（木） 

夏休み作品展 

 

 

 昨年 11 月に公開されたアメリカ新興企業「オープン AI」による対話型人工知能（AI）の一

つ「チャット GPT」は、あっという間に世界を席巻しました。その活用方法は文章の要約や翻

訳、思考のきっかけづくりなど多岐にわたります。活用に合わせ、自らが望む答えを導き出す

ための質問方法（プロンプト）にも注目が集まりました。学校現場でどのように使っていけば

いいのかも重要です。文部科学省は 7 月 4 日（火）、小中高校向け指針を公表し全国の教育委

員会に通知しました。指針では使いこなす力を育てるのが重要だと言及しつつ、思考力への影

響など懸念を踏まえ課題を検証する姿勢を重視しました。慎重な運用が求められるといっても

生成 AI が大きな可能性を秘めていることは間違いありません。子どもたちには正しく学び、

使いこなしていってほしいと思いますし、教員は深い学びにつなげていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成 AI 利用の文部科学省指針ポイント 

●使いこなす力を意識的に育てる姿勢が

重要  

●課題と成果を検証し、限定的利用から始

めるのが適切。特に小学生には慎重な対

応が必要（チャット GPT は規約で規制） 

●読書感想文やコンクール応募作品で生

成 AI を使ったのに自分で作成したと装

うのは不正行為  

●生徒の討論で足りない視点を見つけた

り、「誤り」を教材にして AI の限界に気

づかせたりする活動が考えられる  
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